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浜中　啓一市長　退任
問　秘書広報課秘書係

　平成２７年１１月３０日に青梅市長に就任された浜中啓一氏

は、令和５年１１月２９日をもって退任されました。

　浜中氏は、就任以来、ウメ輪紋ウイルス感染からの梅の里再生、

市民の生命と暮らしを守るための新型コロナウイルス感染症への

対応、市の将来を見据えた青梅ＩＣ周辺の整備推進、ボートレー

ス関係団体へのトップセールスによる高グレード競走誘致などに

伴う市財政の安定化など、市の諸課題に果断に対処されました。

　また、職員に対しては、一貫して、市民に対して「笑顔」と「親

切」をもって接するように指示され、市民サービスの向上にも意

を注がれました。

おうめエコチャレンジ～冬の省エネ大作戦！～

参加者には多摩産材コースター等プレゼント！

　毎日の暮らしの中で、「省エネ」を意識していますか？

　省エネは、限りある資源を大切にしてエネルギーを上手に使うとい

うことだけでなく、温室効果ガスの排出を減らし、地球温暖化対策に

もつながっています。一人ひとりの小さな環境への配慮が、脱炭素社

会の実現、気温上昇の抑制へとつながっていきます。

 この冬は、いつもより少しだけ省エネを意識して、地球にもお財布

にも優しく過ごしてみませんか？

対象者　 市内に住所を有し、令和４年１２月１日以降同じ住所である

こと。また、世帯の構成人数が昨年と同数以上であること。

内容　 令和６年１月に電気またはガスの使用量が前年同月よりも少な

くなるよう省エネに取り組み、「取組結果報告書」（市ホームペー

ジからダウンロードまたは環境政策課窓口で配布）を提出。削

減率が高かった上位３世帯へ表彰状を送付します。

定員　先着３０世帯程度

申し込み　 令和６年１月１５日までに専用フォーム（下記２次元コー

ド）または電話で環境政策課ゼロカーボンシティ推進係へ

※ 省エネ取組例や青梅省エネセルフチェックシートをご活用くださ

い。詳細は市ホームページをご覧ください。

　毎年１２月～１月にかけて餅などによる窒

息事故が多くなります。東京消防庁管内では

過去５年間で餅などをのどに詰まらせて救急

搬送された方は４０１人で、約９割の方が６５

歳以上の高齢者です。これからお正月を迎え、

餅を食べる機会が多くなります。窒息事故を

防ぐために以下のポイントにご注意ください。

① 餅は小さく切って、食べやすい大きさに

しましょう。

② 急いで飲み込まず、ゆっくりと噛んでか

ら飲み込みましょう。

③ 乳幼児や高齢者と一緒に食事をする際は、

様子を見守るなど注意を払いましょう。

④ 餅を食べる前に、先にお茶や汁物を飲ん

で喉を潤しておきましょう。

⑤ いざという時に備え、応急手当の方法を

よく理解しておきましょう。

餅などによる窒息事故に注意！

問　青梅消防署☎２２－０１１９

　年末年始は、お歳暮や年賀など、贈り物

が多くなる季節ですが、政治家や候補者が

選挙区内の人にお金や物を贈ることは、法

律で禁止されています。答礼のための自筆

によるものを除き、年賀状などのあいさつ

状を出すこともできません。また、有権者

が政治家や候補者に寄付を求めることや、

お祭りなどでの供応も禁止されています。

　都選挙管理委員会では、法律で禁止され

ている寄付について、より一層の周知を図

るため、各市区町村選挙管理委員会と協力

して、１２月および１月の２か月間を「政

治家の寄付禁止ＰＲ強化期間」としていま

す。市選挙管理委員会と市明るい選挙推進

協議会では、ポスターの掲示やパンフレッ

トの配布などを行います。

政治家の寄付禁止
ＰＲ強化期間

問　選挙管理委員会事務局

贈らない！求めない！受け取らない！

　都は、救急医療体制のさらなる充実を図

るため、多摩地域において東京都ドクター

ヘリの運航を行っています。今年度、青梅

ゴルフ倶楽部、ブリヂストン奥多摩園の２

か所をランデブーポイント（ドクターヘリ

と救急車が合流する登録地点）として拡充

します。離発着時には吹きおろしの風や騒

音・砂塵等が発生することがあります。そ

のため、消防車等がランデブーポイントに

出動し散水や安全確保を行います。ご理解

とご協力をお願いします。

ドクターヘリとは

　救急医療に必要な医療機器や医薬品を搭

載したヘリコプターに、医師などを乗せて

救急現場などに急行し、治療を開始すると

ともに、いち早く医療機関に患者を搬送し

ます。

東京都ドクターヘリの
ランデブーポイント拡充

問　健康センター☎２３－２１９１

　市内で生産された新鮮な農

産物を販売します。スーパー

マーケットではあまり見かけ

ない珍しい野菜も並びます♪

日時　１２月２０日（水）

　　　午前１０時から

会場　市役所正面玄関前

※売り切れ次第終了

新規就農者による
市内農産物直売会

問　農林水産課農政係

　ごみ処理施設やリサイクル工場を見学し、食品トレイや

ペットボトル等が新たな食品トレイとして生まれ変わる過

程を学びます。

日時　令和６年１月１８日（木）

　　　午前８時３０分～午後５時１０分

行程　 市役所集合～市リサイクルセンター～道の駅まくら

がの里こが（昼食）～㈱エフピコ関東リサイクル工

場（茨城県）～市役所解散

※貸切バスで回ります。

※昼食代は自己負担

対象　市民（未成年の場合要相談）

定員　先着４０人

申し込み　 １２月１８日～２７日までに電話で清掃リサイ

クル課ごみ減量推進係へ

※１回の申し込みで２人まで申し込み可

ごみ処理施設見学会を実施します！

　広報おうめ令和６年１月１日号の配

布は、次の日程で行います。

新聞折り込み…１２月２８日（木）

戸別配布…１２月３０日（土）まで

※ 戸別配布の申し込み後、転居した場

合や新聞の購読を開始した場合は、

必ずご連絡ください。

※ 広報おうめや市議会だよりは、新聞

折り込みで配布しています。新聞を

購読していない世帯には、申し込み

を受け付け、新聞販売店による戸別

配布を行っています。また、ＪＲ青

梅・東青梅・河辺・小作駅、市民セ

ンターなどにも置いています。

広報おうめ新年号の配布

問　秘書広報課広報係

　令和４年度には、令和５～１４年度を

計画期間とする「第７次青梅市総合長期

計画」を策定し、まちの将来像を「美し

い山と渓谷に抱かれ、東京に暮らす青梅」

として、その実現に向け、まちづくりを

推進され、２期８年にわたり、青梅市の

発展、市民福祉の向上のために尽力され

ました。

　特に記載がない場合の受付時間は土・日曜日、祝日を除く午前８時３０分～午後５時です。対象の記載がな

い場合はどなたでも。費用の記載がない場合は無料。申し込みの記載がない場合は直接会場へ。問い合わせは

「問」と表記。電話番号は市外局番「０４２８」を省略しています。市役所の郵便番号は〒１９８－８７０１です。


